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桑名七盤勝負へのご声援誠にありがとうございます
桑名七盤勝負2019年年間スポンサー様ご紹介 瓦

版

個人協賛
筒井レイナ／村上澄代
多胡彰紀／井上尊監
斎藤和弘／おとなりさん
大清水崇典／和身(書家)

桑名七盤勝負2019年年間プレミアスポンサー

桑名七盤勝負2019年年間スポンサー(賞品・用具)

順不同 敬称略第６回桑名七盤勝負世界大会 開催スポンサー

順不同 敬称略

順不同 敬称略



寄稿文を募集しました
テーマは・・・
「桑名七盤勝負と私」

記念すべき第１回大会終了後その前日が初対面で
あった大川さんに対して「面白かったので東京で
もやりたい」と言ったのは今となってみれば我な
がら思い切ったことをしたものだと思います。こ
れによって「継続の意義」を与えてしまったのは
大川さんの忙しさや旅費等の負担を考えると申し
訳なく思います。しかしながら、選手の熱量や各
競技の交流という意味で考えるととても良いこと
をしたと自負しています。今後も関わっていきま
す。

丸田浩貴

第６回世界大会おめでとうございます。私が桑名
七盤勝負を初めて知ったのはネットニュースで、
そこからやってみたいなと言う思いを持ち、今年
の岡山で七盤デビューしました。桑名七盤勝負の
良いところは一度に七つの真剣勝負が楽しめるこ
と、そして全国の七盤選手との交流ができること
だと思っています。桑名へ行き、広島で桑名七盤
勝負の大会を開くのが私の近いうちの目標です。
それでは失礼いたします。

多々納進之介

桑名七盤勝負はルールを覚えた瞬間から競技とし
て取り組め、個々の競技がどのレベルでも楽しめ
ることに魅力を感じています。バックギャモンと
連珠は、桑名七盤勝負に出会っていなければルー
ルを知ることはなかったと思いますし、新たな競
技と人との出会いにワクワクします。
そして桑名七盤勝負を「桑名」でもやりたい。そ
の思いから世界大会に参加します。

杉森聡

桑名七盤勝負は自分の中で新しい世界を教えてく
れた。昨年の6月に初めて桑名七盤勝負の大会に
参加してから、多くの人に出会い、色々なお話を
させていただき、様々なことを経験させていただ
いている。これは今までの環境では得ることがで
きなかったことだと感じる。これから先も競技自
体を楽しむとともに、新しい世界に出会えること
を、たくさんの人と出会えることを楽しみにした
い。

齋藤成利

将棋で「棋は対話なり」という格言があります。
対局をしていると相手の考え方等が分かり、その
都度新たな発見があります。桑名七盤勝負では、
いろいろな人の考え方を様々な競技を通じて総合
的に捉えることができることに魅力を感じていま
す。
この競技を通じて日々研鑚に努め、自他共に高め
合っていけることを願います。

川合仁

みちしるべ。ーーー
1年半前に唐突かつ鮮烈に私の前に現れた貴方。
初めて会った時から、厳しくもあるが戦い抜い
た時に一入の喜びをもたらしてくれる、魅力的
な存在だった。幾許かの時の中で、色々な所に
現れて、沢山の人に愛されて、少しずつ成長す
る貴方。その中で多くのカッコいい・魅力的な
人やものとの出会いを与えてくれる優しき貴方。
より愛される姿に変わっていく、大好きな彼の
旅が楽しみである。自らもより成長して、彼を
はじまりにした素晴らしい景色を見ていきたい。
いまの私には、桑名七盤勝負がポラリスである。

加藤翔太
囲碁、将棋、バックギャモン…七種もの伝承遊戯
を同時平面で勝負する。影では嘲笑すら上がった
ことでしょう。
そんな声にも屈せず、点滴石を穿つが如く、地道
に、愚直な活動を繰り広げ、今では「皆が笑顔を
育む場」へと成長致しました。
代表の笑顔を、そして、庵に集う方々の笑顔に溢
れる姿を、これからも遠方からそっと見守りたい
と願う、いち七盤ファンの私でありました。

番次郎

桑名七盤勝負。その出会いは昨年1月にオンライン
上でたまたま見かけた記事であった。僕はその記
事を読んで、妙に気持ちが昂ったのを覚えている。
ここでもし自分が勇気を踏み出せなかったら、少
なくともその後の一年の過ごし方は全く違ったし、
これから先の人生も違ったであろう。七盤を通じ
て広がる世界、人、夢。七盤は、まだ気付いてい
ない自分の可能性を教え、気持ちを豊かにしてく
れる。自分と七盤の未来に、幸あらんことを。

平田 雅典

桑名七盤勝負にはルール作成から携わってきた。
プロトタイプもプレイしたが、当時は並び方から
指す順番から何から何まで決まっておらずまさに
ハチャメチャな状態だった。ルールがほぼ確立し
た今となっては懐かしい話である。そんな桑名七
盤勝負で最初から決まっていたのは「ギャモンの
ルール」であった。特にダイスをどうするかにつ
いてはギャモナーならではの経験が生きたと思う。
バックギャモンも桑名七盤勝負も、引き続き広ま
り続けること願う。

斉藤和弘
将棋を指し始めて半年の頃、七盤大阪支部長の高
月さんが運営されている将棋サークル、プチルン
に大川さんが来られたのが、大川さんとの出会い
でした。
「七盤をする女の人は少ないから」と強く勧め

られたのを覚えています。「7つすべてができるよ
うになってから七盤勝負をしよう、と思っている
と一生できない」と言われたのが印象に残り、
ゲーム歴は浅いですが始めました。私なりに楽し
めています。

嶋岡利恵

2017年某日
5月4日に桑名七盤勝負が東京で初開催と知り、
「これは出るしかない！」
と決意。
が、その直後、とあるイベントに気づき頭を抱え
た。
「いやー、東京開催は大チャンスだけど、さすが
にあり得ないか…ないかなあ…ないか…」

2017年5月1日
長男なかむらいくと誕生。

なかむらけいご

桑名七盤勝負と出会って、大げさに言えば人生が
変わった。交流が増え、遠出をするようになり、
おそらくは性格も変わった。五十になる年に出
会ったのは、「これから第二の人生が始まるぞ」
という天啓かと思うほどである。十代に囲碁とオ
セロ、数年前から将棋を始めたことも、このため
だったのかとも思える。まだまだ人生の幕引きを
考えるときではないようだ。わたしは人生の峠を
越えたのではなく、新たな頂上に向かっている。

Yukina-Gi

なんの因果か、桑名の駅前。盤駒白黒石並べ。プ
ロアマ並んで大決戦。静かな観客、手に汗握り。
男も女も声無き声援。勝つも負けるも恨みは無し
で、握手で始まり握手で終わる。勝つのは鬼か、
はたまた悪魔か。勝利の女神は誰に微笑む。さぁ
ここに始まるは、酔狂極めたゲームの祭典。強さ
も弱さもひとまず置いて、いっちょう楽しんで
やってみようじゃないか。そしてみんなでごはん
を食べよう。でも負けたくないから負けないよ！

白房

幼少期に将棋を覚え、成人してから本格的にやっ
て初段の免状を取得しました。
勤務先の部活で職団戦にも参加しましたが、競技
者としての自身には限界を感じておりました。
そんな折に出会った桑名七盤勝負。７つ同時進行
の競技ならば各分野の専門家にもこんな私でも渡
り合える？私は今一度競技者としての道を歩みは
じめたのでした。

クランコ

チェスをそのうちやろう、そんな先送りしていた
目標を達成すべく辿り着いたのが庵だった。とこ
ろがそこで桑名七盤勝負なるものに誘われる。7種
目中4種目はルールすら知らず躊躇したが、勢いで
参加を決めた。結果、その判断は正解だったと思
う。知らないからと食わず嫌いせず、やってみれ
ばどのゲームも面白い。中でも連珠にすっかりハ
マってしまい、最近は気付けばこればかりしてい
る日々だ。チェスはそのうちやろうと思う。

山根友裕

囲碁のプロの芝野龍之介です。私は自分の知名度
を上げるために交友関係を増やそうと思い、その
一つとして桑名七盤勝負を始めました。その結果
仲の良い方が増え、七盤の世界に引き込まれてい
きました。
七盤は全国的に有名になり続けています。私も遅
れを取らないように頑張ります。

芝野龍之介

吾輩はツイクスト仮面である。中の人などいない。
もちろん得意競技はツイクストである。ツイクス
トは良く囲碁に似てると言われる。しかし私は一
手のミスが致命的な点で連珠に似ていると思って
いる。じゃあ桑名七盤勝負でも囲碁や連珠が強い
のか？と言われるとそんなことはなく、一番勝率
が高いのはバックギャモンなのであった。つまり
ツイクストを覚えるとギャモンが強く……（なり
ません）。

ツイクスト仮面

最近選択方法が競技と手番をセットで交互に選択
するように改定されており，今まで選びにくかっ
た連珠，動物将棋も選びやすくなりました。大川
さん，グッジョブです。
上期ランク集計最終日と重なっていたため，強豪
が多数参加の中，なんとか決勝進出。決勝の相手
はランク１位の芝野龍之介さん。得意競技が反対
（石系,駒系）のため，バックギャモン勝負となり
勝負所で唯一の良い目が出て勝つことができまし
た。
七盤で4つ取るのが大変な相手でも五盤で3つなら
チャンスがあるケースは結構あると思います。あ
れっ，白虎は狙い目ですね･･･。

西田直樹

桑名囲碁将棋サロン庵を始めてみて、これまで知
らなかったセカイに足を踏み込みました。知り合
いもいなく、知識もなく。ほとほと困り果ててい
ました。
桑名囲碁将棋サロン庵を人が集う場所にしたい。
７つの競技を集め大会にできれば、７種類の競技
プレイヤーが集まってくれるのではないだろうか。
そんな想いが様々な偶然に導かれて１つのコンテ
ンツを生み出しました。
桑名七盤勝負の未来はわかりません。ただこれか
らもみなさまとともにあり続けることを願います。

大川英輝

桑名七盤勝負の地方大会に参加する毎に私は必ず
一度はストレート負けして格の違いを見せつけら
れる。 そんなわけだから世界大会はスーパーサ
イヤ人のバーゲンセールかデタラメ人間の万国
びっくりショーにしか見えない。
そんな超人達の戦いに今回初参加。私の存在は
ジェロニモかミスターサタンか。いずれにしても
人の域を出な気がする。
しかし、それは挑戦しない理由にならない。人間
代表として全力で立ち向かいたい。

葛岡祥


